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ライブビューアー
キャプチャー

映像をキャプチャーしたいチャンネルを選択した後、<

REC 90

REC 90

REC 90>ボタンをクリックしてください。 
キャプチャー済みの映像は.pngファイルでダウンロードフォルダに保存されます。

PC録画

モニタリング中に映像をPCに録画することができます。

1. チャンネルを選択した後、<

REC 90

REC 90

REC 90>ボタンをクリックしてPC録画を開始してください。 
2. PC録画を終了するには、<

REC 90

REC 90

REC 90>ボタンをクリックしてください。
録画が終了され、録画済みの映像は.aviファイルでダウンロードフォルダに保存されます。

インスタント再生使用

モニタリング中に映像を1分前へ移動して再生することができます。
チャンネルを選択した後、<

REC 90

REC 90

REC 90>ボタンをクリックしてください。
インスタント再生画面が表示されます。
 `  /  ：映像が再生/停止されます。

 `

REC 90

REC 90

REC 90

：インスタント再生が終了されます。

 `

REC 90

REC 90

REC 90

：検索メニューに移動されます。

 ` インスタント再生はH.264コーデック映像のみ対応します。 

PTZ使用

選択済みのチャンネルのPTZ制御を実行することができます。
チャンネルを選択した後、<

REC 90

REC 90

REC 90>ボタンをクリックしてください。
PTZ制御画面が表示されます。

CAM 01

640 x 360
H264

 ` + ：<+>にマウスを位置すると8方向キーが表示され、マウスが方向キーのエリアから外れると方向キーが消
えます。 8方向キーを一回ずつクリックしてカメラの方向を細かく調整することができます。
方向キー続けてクリックしてお望みの方向に移動し、止めるにはマウスを離してください。

 ` 位置調整：映像エリアをクリックした後、お望みの方向にドラッグすると、カメラの方向を調整することができ
ます。

 `

REC 90

REC 90

REC 90：現在状態の映像をキャプチャーします。

 `

REC 90

REC 90

REC 90：インスタント再生画面に移動します。

 `

REC 90

REC 90

REC 90

：デジタルズームアイコンをクリックした後、マウスホイールを用いて映像をズームインするか、ズームア
ウトすることができます。

 `

REC 90

REC 90

REC 90

：PTZモードが終了されます。

デジタルズーム実行

マウスホイールを用いて映像をズームインするか、ズームアウトすることができます。
マウスホイールをアップすると、選択した映像画面が10%ズームインされ、サムネイルウィンドウが表示されま
す。
 ` マウスホイールをアップ/ダウンすると、映像画面が10%ずつズームイン/ズームアウトされます。

 ` 映像画面が元のサイズにズームアウトされると、デジタルズームが終了されます。

 ` PTZモードでは<

REC 90

REC 90

REC 90

>ボタンをクリックすると、デジタルズームが実行されます。

CAM 01

640 x 360
H264
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接続中のネットワークカメラ制御

PTZ制御 

接続したネットワークカメラがPTZカメラの場合、カメラリストに< PTZ

A

PTZ

A

PTZ

A

>アイコンを表示し、該当カメラチャンネ
ルを選択すると、PTZ制御をすることができます。

a

b

c

d e

f

名前 説明

a
ズームイン/ズーム
アウト カメラのズームを調整して画像をズームインするか、ズームアウトします。

b フォーカス カメラ画像のフォーカスを調整します。

c

プリセット カメラが移動するプリセット位置を設定して、お望みのプリセットを選択する
と、設定された位置に移動します。

スイング カメラが設定された開始点と終了点の間を往復します。

グループ プリセットを組み合わせて選択したパスに動きます。

ツアー 複数のグループを組み合わせて設定したパスに動きます。

トレース カメラが設定されたパスに沿って動きます。

d 設定する 設定したプリセットを保存し、リストに表示します。 

e 削除 選択したプリセットリストを削除します。

f プリセットリスト 保存されたプリセットリストを表示します。

デジタルPTZ(D-PTZ)機能を利用するには、

1. D-PTZ プロファイルに対応するカメラを登録してください。
 ` D-PTZ プロファイルに対応するカメラに限ってD-PTZ機能を活用することができます。

2. 一般PTZに対応するカメラだけでなく、D-PTZに対応するカメラも一部<PTZ制御>機能メニューを使用して
ライブ映像を制御することができます。
 ` 詳細情報はカメラの説明書をご参照ください。

歪み補正設定された画面でデジタルPTZ機能を使用するには、

1. 歪み補正された画面でアイコンをクリックしてください。

2. 画面の上にマウスを上げ、ドラッグしてコントロールします。

プリセットを設定するには、

1. < >タブをクリックしてください。

2. < 設定する >ボタンをクリックすると、「プリセット設定」ウィンドウが表示されます。

3. < >をクリックして設定するプリセット順番を選択してください。

4. プリセット名を入力します。

5. 方向キーを用いてカメラが向く地点へ方向を調整してください。

6. <保存>ボタンをクリックしてください。

プリセットを実行するには、

1. < >タブをクリックしてください。

2. リストで実行するプリセットをクリックしてください。
設定された位置にカメラレンズが移動します。

スイング(オートファン)、グループ(スキャン)、ツアー、トレース(パターン)を実行する
には、
各機能の実行方法は、プリセット実行方法と同じです。詳細情報は該当カメラの取扱説明書をご参照ください。 

 ` カメラの性能によって一部機能のみ使用可能です。
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検索ビューアー検索ビューアー
検索ビューアー
レコーダーをリモートで接続し、レコーダーに保存済みの録画映像を検索し、再生することができます。

検索ビューアーの画面レイアウト

時間検索画面

b

c

e

d

f

g

l

m

h

j
k

i

a

名前 説明

a メニュー選択 各メニューをクリックすると、該当メニュー画面に切り替えします｡

b 詳細メニュータブ 各メニューで提供する詳細メニューを表示します。

c チャンネル選択 検索チャンネルを表示します。

d

REC 90

REC 90

REC 90選択したチャンネルの現在映像を指定したパスに保存します。
REC 90

REC 90

REC 90 各チャンネルと接続された音声をオン/オフ設定します。

REC 90

REC 90

REC 90 選択したチャンネルの画面が時計回りに90度ずつ回転します。

REC 90

REC 90

REC 90 選択したチャンネルのアスペクト比を変更します。

名前 説明

e 区間設定をオン/オフします。

f
選択したチャンネルの映像をAVIフォーマットで指定されたパスに保存しま
す。

g カレンダー

映像が録画されている日付はオレンジ色に表示し、現在の日付はオレンジ色
の円に表示します。 
オレンジ色に表示された日付をクリックすると、録画済みの映像情報がタイム
ラインに表示されます。"

h 再生調整 検索結果を選択すると、該当データの再生画面が表示されます。

i
全画面に変更します。 
全画面から出るにはキーボードの[ESC]キーを押してください。

j 全体カメラの状態を表示します。

k ウェブビューアーの映像ウィンドウでOSD画面の情報を表示します。

l イベントリスト イベントリストを表示します。

m イベントリストをファイルでエクスポートします。
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テキスト検索画面

a

b

d

e

f

c

名前 説明

a ターゲットデバイス レコーダーに接続済みのPOSデバイスを表示します。

b テキストを検索 レコーダーに接続済みのPOSデバイスに入力されたデータを検索します。

c テキスト詳細 チャンネルリストが表示されます。

d データ テキストリストの詳細を表示します。

e テキストリスト 検索されたテキストリストを表示します。

f テキストリストをファイルでエクスポートします。

時間検索

録画済みのデータ検索を日付、時間に設定して検索することができます。

日付で検索するには、
カレンダーを用いて検索日付を選択することができます。

1.	 <<,>>をクリックして検索する年と月を選択してください。 
データがある日付はオレンジ色に表示し、現在の日付はオレンジ色の円に表示します。

2.	 カレンダーで検索する日付をクリックしてください。 
該当日の検索されたデータの一番目の映像を映像ウィンドウに表示し、タイムラインにデータを表示
します。

3.	 本日の日付を検索するには、<本日>をクリックしてください。 
本日の日付がすぐに選択されます。

現在の録画状態によるカラー情報
各録画データのタイプによって表示されるカラーを表示します。

•• 緑：標準映像

•• 赤：イベント映像

タイムラインを調整するには、
再生位置を移動し、タイムラインをズームイン、ズームアウトすることができます。

•• タイムラインで再生位置をクリックしてください。 
再生開始の位置が移動されます。

•• < >、< >をクリックして時間表示の倍率をズームインするかズームアウトしてください。タイムラインが
ズームインされると、下にスクロールバーが表示されます。

•• ズームイン状態で前、後のタイムラインを見るにはタイムラインをクリックした後、左、右にドラッグして移動し
てください。

•• ：イベント項目をフィルタリングしてタイムラインを確認することができます。

•• 重複：DST重複区間を設定してタイムラインを確認することができます。
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検索ビューアー
検索結果エクスポート
検索された結果をファイルでエクスポートすることができます。

1. [ ]ボタンをクリックしてください。

2. エクスポートするレイアウトを選択した後、チャンネルを選択してください。

3. 開始日付/時間と終了日付/時間を設定してください。

4. 保存するファイル名を入力した後、<OK>ボタンをクリックしてください。

5. エクスポートが完了されると確認ウィンドウが表示されます。<閉じる>ボタンをクリックして終了してくださ
い。
 ` エクスポート進行中、<中止>ボタンをクリックすると、エクスポートが中止されます。

区間を設定してエクスポート
映像再生中のタイムラインまたは検索リストで区間を選択してファイルでエクスポートすることができます。

1. [  ]ボタンをクリックしてください。

2. エクスポートするレイアウトを選択した後、チャンネルを選択してください。

3. 開始日付/時間と終了日付/時間を設定してください。

4. 保存するファイル名を入力した後、<OK>ボタンをクリックしてください。

5. エクスポートが完了されると確認ウィンドウが表示されます。<閉じる>ボタンをクリックして終了してくださ
い。
 ` エクスポート進行中、<中止>ボタンをクリックすると、エクスポートが中止されます。

テキスト検索

レコーダーに接続済みのPOSデバイスに入力されたデータを検索することができます。

テキストで検索するには、

1. 検索するPOSデバイスを選択してください。

2. 検索する日付と時間を選択してください。

3. イベントキーワード&検索条件を設定してください。
 ` イベントキーワード：すでに設定したイベントキーワードでテキストを検索することができます。イベントキー

ワードは目次の「メニュー設定 > デバイスの設定」の「テキスト > イベント設定」ページを参照して設定するこ
とができます。

 ` 検索キーワード入力：検索する文字を入力してください。

 ` 大文字・小文字が一致：チェック時、入力された文字の大/小文字を区別して検索します。

 ` すべての単語が一致：チェック時、入力された文字と正しく一致するデータのみ検索します。

4. <適用>ボタンをクリックしてください。
 ` 詳細のテキスト検索方法は目次の「検索&再生 > 検索」の「テキスト検索」ページをご参照ください。 
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テキスト検索を再生するには、
テキスト検索リストでお望みのリストを選択すると、録画済みの映像と詳細を確認することができます。

タイムラインを調整するには、
再生位置を移動し、タイムラインをズームイン、ズームアウトすることができます。

 • <  >：検索するチャンネルを選択することができます。

 • タイムラインで再生位置をクリックしてください。
再生開始の位置が移動されます。

 • <  >、<  >をクリックして時間表示の倍率をズームインするかズームアウトしてください。タイムラインが
ズームインされると、下にスクロールバーが表示されます。

 • ズームイン状態で前、後のタイムラインを見るにはタイムラインをクリックした後、左、右にドラッグして移動し
てください。

 • 重複：DST重複区間を設定してタイムラインを確認することができます。

再生ボタン名称&機能

一時停止状態

a b dc e f

再生状態

g ih

名前 説明

a 前のイベント イベント単位で後ろへ進みます。

b 戻す ステップ巻戻します。

c 再生 映像を再生します。

d 送る 次へ進みます。

e 次のイベント イベント単位で前へ進みます。

f 速度
再生速度を選択します。
倍速： x1/2, x1/4, x1/8, x1, x2, x4, x8, x16, x32, x64, x128, x256

g 後方に倍速再生
逆方向再生時、使用します。
倍速: -x1, -x2, -x4, -x8, -x16, -x32, -x64, -x128, -x256

h フリーズ 映像を一時停止します。

i 前方に倍速再生
正方向再生時、使用します。
倍速: x1, x2, x4, x8, x16, x32, x64, x128, x256
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設定ビューアー設定ビューアー
設定ビューアー
ネットワーク上でリモートでレコーダーを設定することができます。
レコーダー関連の設定をするには、<設定>をクリックしてください。

設定画面

a

c

e

d

b

メニュー 説明

a メニュー選択 各メニューを選択すると対応するメニュー画面へ切り替えます。

b 上位メニュー 既存設定を変更する項目の上位メニューを選択します。

c 下位メニュー 選択した上位メニューに対する下位メニュー中で設定する項目を選択し
ます。

d 詳細メニュー 変更する項目を選択して設定を入力します。

e OK 修正した設定を適用します。

システム

レコーダーシステムに関する環境を設定することができます。

日付/時刻/言語
詳細は目次の「メニュー設定 > システム設定」の「日付/時刻/言語の設定」ページをご参照ください。

日付/時刻
日付と時刻を設定します。

時刻同期
時刻同期を設定します。

DST（サマータイム）
DST (Daylight Saving Time/サマータイムシステム)は、表示する時間をその地域の標準時より1時間早めた
時間です。

言語
レコーダーに表示される言語を選択してください。

祝日
ユーザーは、設定したい特定の日付を祝日として選択できます。
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ユーザー
詳細設定は目次の「メニュー設定 > システム設定」の「ユーザー」ページをご参照ください。

管理者
管理者ID又はパスワードを変更できます。

 ` IDに使えるのは、大・小英数字です。

 ` 管理者IDでないIDで接続した場合、IDは変更できません。

 ` 使用されているIDが変更になった場合、自動的にログアウトされます。

ユーザー
ユーザーを追加、変更又は削除できます。

管理設定
ユーザー権限を設定することができます。

システム管理
目次の「メニュー設定 > システム設定」の「システム管理」ページをご参照ください。

システム情報
現在のシステムの情報を確認できます。 
モデル名、ソフトウェアバージョン、Macアドレスを確認してください。 
PCに接続されたストレージデバイスからファイルを検索し、アップグレードを実行できます。 

設定管理
レコーダーに設定された情報をストレージメディアで他のレコーダーに同じく適用することができます。
初期化ボタンでネットワーク情報および設定値を出荷時の状態に復元します。<含まれない> 選択項目は
初期化から除外されます。
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設定ビューアー
ログ情報

システムログ
システムログに記録されているデータには、システムの開始、システムの終了及びメニュー設定の変更等
様々なシステム関連のログ/日付/時刻が表示されます。

イベントログ
センサー、カメライベント、ビデオロスのような記録されたイベントを検索することができます。

バックアップログ
バックアップを行ったユーザー、実行時刻、詳細（バックアップ時刻、チャンネル、バックアップデバイ
ス、バックアップファイルタイプ）に関して照会することができます。

カメラ

レコーダーに接続されたカメラを検索して設定します。 
<カメラ>をメニュー画面でクリックします。 
詳細設定は目次の「メニュー設定 > カメラ設定」ページをご参照ください。

カメラ登録
ネットワークカメラを登録できます。

チャンネル設定
各チャンネルの映像設定を設定できます。
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カメラ設定
接続されているネットワークカメラの設定を変更できます。

 ` [カメラウェブサイト] ボタンをクリックすると新たなカメラウェブブラウザウインドウが開きます。

 - カメラがRTSPプロトコルに接続された場合には対応しません。
 - カメラがDDNS、URL、MAC Addressに接続された場合には対応しません。
 - Q/P/Xシリーズのカメラでは下記バージョン以降からサポートします。

(QND-7010Rシリーズ：1.04、QND-7080Rシリーズ： 1.02、QND-6010Rシリーズ：1.02、QND-
6070Rシリーズ：1.01、Pシリーズ：1.01)

 - カメラがIPｖ4に接続され、さらにHTTPSに設定されていないときのみサポートします。
 - 閉鎖型ネットワークでカメラウェブページに接続するとき、ユニバーサルウェブをサポートしてい

ないカメラでは、画像を出力できません。
 - カメラプロキシポートの基本設定値はレコーダーに対応するチャンネル数だけ連続に自動設定され

ます。If you want to change the proxy port, then select the port setup menu.
 - 4 チャンネル (10001-10004), 8 チャンネル (10001-10008), 16 チャンネル (10001-10016)

例) 製品別のCAMプロキシポート基本設定値
 • HRX-1620, HRX-1621 (16 チャンネル) : 10001-10016
 • HRX-820, HRX-821 (8 チャンネル) : 10001-10008
 • HRX-420, HRX-421 (4 チャンネル) : 10001-10004

 - 図に示すように、クローズドネットワーク外で接続する場合、カメラのプロキシポートのポートフ
ォワーディング設定がルーターに要求されます。

USB
DIGITAL VIDEO RECORDER

REC HDD ALARM NETWORK BACKUP POWER

ネットワークカメラ リモートPCストレージデバイス IPルーター

インターネット

 - 閉鎖網内部にレコーダーが複数ある場合、カメラプロキシポートはお互いに違うポートに設定する
必要があります。

 - DDNSとクイック接続が有効の場合、ポートフォーワーディングは自動に設定されます。
 - Chrome、Edge、Safari (Mac OS)ブラウザに対応します。

プロファイル設定
ネットワークカメラのプロファイルを設定することができます。

録画
ネットワークカメラの録画プロファイルを設定できます。

ライブ
ネットワークカメラのライブ転送設定を変更できます。

リモート
ネットワークおよび拡張モニターに送信される映像プロファイルを設定できます。
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設定ビューアー
カメラのパスワード
登録したカメラすべてのパスワードを同時に変更できます。

デバイス

レコーダーに接続されたデバイスを検索して設定します。 
<デバイス>をメニュー画面でクリックします。 
詳細設定は目次の「メニュー設定 > デバイスの設定」ページをご参照ください。

記憶装置
データストレージデバイス関連の設定確認及び変更ができます。

デバイス/フォーマット
ストレージデバイス、使用量、使用タイプ、ストレージデバイスの状態を確認できます。

•• ARB：カメラとの接続が切断されたため録画できなかった映像は、カメラとの接続が回復してからバッ
クアップできます。 
ボタンを押すと<自動リカバリーバックアップ>ウィンドウが開きます。 
詳細設定は目次の「メニュー設定 > デバイスの設定」の「記憶装置 > デバイス/フォーマット」ページ
をご参照ください。

HDDアラーム
不具合が発生した場合のアラーム出力端子と持続時間を設定することができます。

モニター
モニター画面設定と出力方式を設定できます。

 ` 画面が正常的に表示されない場合、付録の「トラブルシューティング」をご参照ください。

 ` モニター設定はレコーダーに接続されたモニターの設定です。
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テキスト

デバイス
レコーダーに接続されたデバイスの関連値を設定することができます。

イベント
テキストデバイスのイベントを表示するための総金額条件およびキーワードを設定できます。

シリアル
レコーダーのシリアルポート(RS-485/RS-422)を設定することができます。

録画

詳細設定は目次の「メニュー設定 > 録画の設定」ページをご参照ください。

録画スケジュール
特定の日付及び時刻に録画スケジュールを設定した場合、録画はその特定の時刻に開始されます。

録画設定
各チャンネルの通常/イベントでの録画フレームタイプを選択します。

録画オプション

HDDリピート録画を設定できます。
 ` それぞれのチャンネルに個別に録画時間を設定できます。
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設定ビューアー
イベント

詳細設定は目次の「メニュー設定 > イベントの設定」ページをご参照ください。

センサー検知

ストレージデバイス / カメラ 
センサー動作モード及び同期したカメラ並びにアラーム出力タイプ及び持続時間を設定できます。
 ` 接続されたネットワークカメラにアラーム入力/出力設定されて、ネットワークカメラにアラーム出力

が発生する場合、レコーダーでアラーム出力を実行します。

カメライベント
カメラのイベントモード、アラーム出力タイプ、及びアラーム時刻を設定できます。

ビデオロス検知
ビデオロスが発生した場合にアラームがトリガーされるように設定できます。

アラーム出力スケジュール
曜日及び時刻に応じたアラーム出力をスケジュール設定できます。 
初期設定はイベント同期です。イベントが発生した場合、アラームを有効にします。
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ネットワーク

詳細設定は目次の「メニュー設定 > ネットワーク設定」ページをご参照ください。

インタフェース
リモートユーザーがネットワークでレコーダーに接続する時、モードやIPなどを確認、設定することがで
きます。

ネットワーク
ネットワーク接続情報を設定できます。

ポート
プロトコルに関連した設定事項を設定できます。

DDNS
DDNSを設定することができます。

IPフィルタリング
IPアドレスのリストを用意し、特定のIPアドレスへのアクセスを許可又はブロックできます。

SSL
セキュリティ接続システムを選択したり、公開証明書をインストールすることができます。

 ` HTTPSを使用している間、HTTPに切り替える場合、ブラウザに設定値が含まれているため異常な動作が
発生する場合があります。URLをHTTPに変更して再接続するか,ブラウザのCookie設定を初期化すると正
常動作します。
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設定ビューアー
802.1x
ネットワークに接続するとき、802.1xプロトコル使用可否を選択し、証明書をインストールすることがで
きます。

Eメール
イベントが発生した場合にメールを送信するSMTPサーバーを指定し、受信者グループ及びユーザーを設
定できます。

SMTP
メールを送信するサーバーを設定し、認証プロセスを使用するかを指定できます。

イベント
イベント間隔を設定し、サーバーがどのイベントにメールを送信するかを指定できます。

受信者
グループを設定し、Eメールを受信する受信者を設定できます。

SNMP
SNMPプロトコルを使用し、システム又はネットワークの管理者が遠隔でネットワークデバイスをモニタ
リングし、環境設定などの運用をすることができます。
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DHCPサーバー

ネットワーク
内部DHCPサーバーを設定し、IPアドレスをネットワークカメラに割り振ることができます。

IP確認
DHCPサーバーを介して現在使用されているIP、MACおよび接続したネットワークポートを確認できま
す。

P2P
P2P機能に対応する製品にのみ提供する機能です。 
P2P機能に対応する製品は、製品仕様説明書の「機能別に対応する製品(4ページ)」をご参照ください。
P2Pサービスを使用するには、「P2P有効」のチェックボックスを選択してください。 
画面でQRコードをスキャンしてからP2Pサービスを使用することができます。
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バックアップビューアー
SECバックアップビューア
SECタイプでバックアップされているファイルを再生することができます。
SECタイプのバックアップは、バックアップデータファイル、ライブラリファイル及び再生用ビューア実行フ
ァイルを生成します。
再生用ビューアを実行すると、バックアップデータファイルがに再生されます。

推奨システム仕様
以下の推奨仕様を満たさないPCでは、コマ送り/コマ戻しおよび高速再生が完全に機能されないことがあ
ります。

PC仕様

名称 最低要件 推奨

CPU インテルペンティアム2.5GHz以上 Intel i7(3.5GHz)以上

RAM 4GB以上 8GB以上

ハードディスク 200GB以上 500GB以上

VGAメモリ 512MB以上 1GB以上

画面解像度 1280x1024以上 1920x1080以上

OS Windows 7, 8, 10

バックアップビューアー
f g h ic

jkm l

d ea

Recorder_CAM 01
VIDEO:H264(2048x1536)/AUDIO:NONE

2019-01-01  16:17:49

b

項目 説明

a 分割画面
表示する画面の縦横比を選択します。

選択した分割画面に変更されます。

b
Fish eye  
ビューモード

<  > を押すと、Fish-Eye設置タイプを変更できます。設置場所に応じてビュ
ーモードを天井/床/壁から選択できます。

現在の画面上でのFish eye ビューモードを各分割画面に変更
できます。
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項目 説明

c デジタルズーム

現在の100倍の大きさまで画像を拡大します。
画像を拡大するにはズームイン（  ）ボタンを押します。画像を縮
小するにはズームアウト（  ）ボタンを押します。ポップアップウィ
ンドウ内のスライドバー（  ）を使用してズームイン/ズー
ムアウトすることもできます。 
サイズを変更した映像をデフォルトのズーム倍率（100%）に戻す
には、（  ）を押します。 
200%を超えて画像を拡大すると、デジタルズーム画面に拡大され
た領域が表示され、表示された領域にマウスクリックして目的の
位置に移動することができます。  
デジタルズームで表示される画面はバックアップビューア画面に
適用されます。 
デジタルズームを取り消すと、ビデオサイズはデフォルトの100%
に戻ります。

d 画面出力

現在の映像を画像ファイルに保存します。JPEGファイル形式
をサポートしています。

現在の画面を印刷します。画面を印刷するには、適切なプリン
タドライバをインストールしておく必要があります。

e 音声
 / 

切替ボタンでボタンを押すたびに音声出力の有効/無効が切り
替わります。

音量レベルを0から100の間で調整することができます。

f
ウォーターマー
ク  / 

データファイルが改ざんされているかを確認することができま
す。

g Deinterlace デインタレース機能を有効にすることができます。

h OSDの表示
OSDのチェックボックスを選択して、バックアップ再生画面に
OSD情報を表示します。 
バックアップ日付、曜日、時刻、モデル名、およびチャンネル
番号が画面に表示されます。

i
アスペクト比/全
画面を維持する 

再生画面のアスペクト比を維持します。

映像を全画面で再生します。

j
タイムラインの 
拡大/縮小

保存時間の範囲バー上に表示される時間範囲が縮小されます。
範囲全体の長さが24時間になるまで範囲バーを縮小することが
できます。

保存時間の範囲バー上に表示される時間範囲が拡大します。範
囲全体の長さが1分になるまで範囲バーを拡大することができ
ます。

k
タイムラインの 
復元 タイムラインを初期設定に復元します。

項目 説明

l 保存時間範囲の表示
保存された映像ファイルの時間範囲が表示されます。 
現在時間表示の格子線を移動して、再生時間を選択することが
できます。

m
再生コントロー
ル タイムラインの映像再生を調整することができます。
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リモートコントロール使用
リモートコントロールに対応する製品にのみ提供する機能です。リモートコントロールに対応する製品は、製
品仕様説明書の「機能別に対応する製品(4ページ)」をご参照ください。

数字ボタンの使用

チャンネル 1–9 1から9のボタンを押します

チャンネル 10 チャンネル [+10] ボタンを最初に押して、3秒以内に再度「0」ボタンを押し
ます

チャンネル 11–18 チャンネル [+10] ボタンを最初に押して、3秒以内に1から8のボタンを押しま
す

リモートコントローラーIDの変更

リモートコントロールIDとレコーダーリモートデバイスのリモートコントロールIDが一致すると、リモー
トコントロールが動作します。
1.	 リモートコントロールの[ID]ボタンをクリックした後、レコーダー画面に表示されるIDを確認してくだ

さい。 
リモートコントローラーの工場出荷時のIDは00です。

2.	 リモートコントローラーの[ID]ボタンを押したまま、設定する2桁の数字を順に入力します。

3.	 IDの入力後、リモートコントローラーの[ID]ボタンを再度押して設定を確認します。

 ` リモートコントローラーIDを08に変更する場合： リモートコントローラーの[ID]ボタンを押したまま、0、8の
順に押します。 
リモートデバイスのID変更方法は、目次の「メニュー設定 > デバイスの設定」の「リモートデバイス」ペー
ジをご参照ください。

POWER
DVRの電源をオン/オフします。

REC
録画を開始または中止します。

ID
IDを設定します。 
IDキーを押しながら、0から9までの2桁の数字を選択
します。

VIEW
PTZモードでビュー機能を実行します。

BACKUP
バックアップメニューを表示します。

RETURN
前の画面に移動します。

REC LOCK
録画ロック機能を設定します。
AUDIO
音声をオン/オフします。

上/下/左/右($%_ +)/ENTER
カーソルを上/下/左/右に移動して、選択メニューを実
行します。

フレーム移動
一時停止状態で前/後のフレームに移動します。

SCROLL ,.
メニューをスクロールして移動します。

FR, STOP, PLAY/PAUSE, FF

MODE
画面モードを変更します。

MENU
システムメニュー画面に進みます。

ZOOM
デジタルズーム（x2）機能を実行します。

数字 [0~+10]
数字入力キーとして、または単画面を表示するために

使用します。

T/W
拡大または縮小します。

PTZ
PTZを表示または終了します。

SEARCH
検索メニューを表示します。

PRESET
プリセット設定を表示します。

FREEZE
画面を一時的に停止します。

スキップ戻し（単位時間ごと）、 
スローコマ戻し、スローコマ送り、 
スキップ送り（単位時間ごと）

ALARM
アラームを停止します。
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仮想キーボードの使用

1. アルファベット入力用に、仮想キーボードウィンドウが表示されます。

2. マウスを使用し、希望の文字のタブをクリックします。

3. <OK>を選択します。 
入力した単語が適用されます。
 ` 大文字や特殊文字を入力するには、<Caps Lock>か<Shift>ボタンを選択してください。

 ` バーチャルキーボードを使用するのは、お住まいの地域で標準キーボードを使用するのと同じです。

 ` IDはローマ字の大文字&小文字、数字を組み合わせて設定することができます。

 ` パスワードの長さが8文字以上9文字以下の場合、ローマ字の大文字&小文字、数字、特殊文字中の3つ以上を
組み合わせて設定します。

 ` パスワードの長さが10文字以上の場合、ローマ字の大文字&小文字、数字、特殊文字中の2つ以上を組み合わ
せて設定します。

ジョイスティックを使う
ジョイスティックに対応する製品だけに提供する機能です。
ジョイスティックに対応する製品は、製品仕様説明書の「機能別に対応する製品(4ページ)」をご参照くださ
い。
SPC-2000ジョイスティック接続時の動作仕様は次のようになります。

a

b

c

d

名前 機能

a
上/下/左/右

PTZモードでは、カメラを8方向にバンニング、チルト、制御できます。
ウェブビューアーではPTZモードのみ対応しています。
スクリーンモードでは、上/下/左/右のタイルを選択することができます。
 ` ジョイスティックでコントロール中にNear/Farボタンを押すと、同時にコントロール

することができます。

回転 PTZモードでは、時計回りに回転させると画面がズームインし、反時計回りに回転
させるとズームアウトします。

b 1~8

PTZモードでは、プリセット番号1～8が実行されます。
スクリーンモードは、以下のように動作します。
1：ライブレイアウトの変更 / 2：検索
3：バックアップ / 4：ズームモード
5：フリーズモード / 6：オーディオ
7：アラーム / 8：REC

c

9
PTZモードでPTZモードを終了するとき使用します。
Webビューアーでは別にPTZを終了しません。
スクリーンモードからPTZモードに変更するときに使用します。

10

PTZモードでPTZモードを終了するとき使用します。
Webビューアーでは別にPTZを終了しません。
スクリーンモードではログアウト動作をします。
Screenモードでは前の画面に戻ります。

d 11, 12
PTZモードでは、フォーカスニア /ファー操作が実行されます。
スクリーンモードを使用すると、マウスのキー動作と同じ作業を行うことができま
す。



80_ 付録

付録
トラブルシューティング

症状 対策

ライブ映像が遅く、切断されたように見え
ます。

yy ネットワーク環境及びカメラから複数のデータを伝送す
る時の負荷で設定されたとおり入力できない場合があり
ます。 
マウスを右クリックし、<チャンネル情報> を選択し、チ
ャンネルごとの入力フレーム数と実際の再生フレーム数
を確認できます。 
基本的に、カメラを登録するときにLive4NVRプロファイ
ルが作成され、H.264.800*448fpsが基本に設定されます。 
必要な場合、<メニュー> ; <カメラ> ; <プロファイル> 
; <編集> へ移動し、フレーム数を変更してください 。

yy 映像の速度が落ちたり、中断したりする状況が続く場
合、ネットワーク環境またはカメラの状況をご確認くだ
さい。

電源がオンにならず、前面パネル上のイン
ジケータがまったく動作しません。

yy システムの電源が正しく接続されているか確認してくださ
い。

yy 入力されている電源の電圧を確認してください。
yy ケーブルが正しく接続されているかどうか確認してくださ
い。

映像は、入力されている状態であるが、一
部チャンネルの映像が出力されなかった
り、黒い画面またはB/Wなどで非正常出力
されます。

yy カメラに正しく電源が供給されているかを確認してくだ
さい。

yy カメラに接続されたケーブルの状態を点検し、ケーブル
を交換したり接続解除してから、再接続してください。

yy カメラのWeb Viewerに 接続して映像出力を確認してくだ
さい。

yy ネットワークポートが正しく接続され、ネットワークが
正しく設定されていることを確認してください。

yy ギガビットをサポートするハブに変更することで解決す
る場合があります。

画面上にロゴ画像が繰り返し表示されま
す。

yy この症状はメインボードもしくはHDDに問題があるか、関連
するソフトウェアが破損している可能性があります。 
販売店にお問い合わせください。

ライブ画面上でチャンネルボタンが動作し
ません。

yy 現在の画面がイベント監視モードである場合はチャンネルボ
タンが動作しません。

カレンダー検索時に、カーソルが開始まで
移動しません。

yy 再生するチャンネルと日付にV記号のマークが設定されてい
るかを確認してください。 
開始ボタンを使用して再生を開始する前に、チャンネルと日
付の両方を選択する必要があります。

接続しているモニターで画面が出力されま
せん。

yy ケーブルがモニターと正しく接続しているかどうかを確認し
てください。

yy "モニターでレコーダーの出力(HDMIまたはVGA)に対応しな
い場合があります。 
(レコーダー出力解像度 : VGA : 1280*720, 1280*1024, 
1920*1080, HDMI : 720P, 1080P, 1440P, 2160P) モニターの解
像度を確認してください。

症状 対策

起動時のロゴスクリーンが[  ]状態で停止しま
す。

yy HDDに問題がある可能性があります。販売店に問合せくださ
い。

ライブ画面でPTZをコントロールしても応
答しません。

yy 登録されたカメラでPTZ機能がサポートされているかどう
かを確認してください。

カメラが接続されないか、PCを製品に接
続できません。

yy ネットワークケーブルが正しく接続されているかどうかを確
認してください。

yy ネットワーク - 接続モードが設定されているかを確認してく
ださい。

yy PCまたはカメラのIP設定を確認してください。
yy PINGテストを試してください。
yy 製品の近くに同じIPを使用する別のデバイスがないか確認し
てください。

カメラを登録しましたが、ウェブビューア
ーにライブ映像が表示されません。

yy カメラ登録後、設定に合った画面分割モードとライブ画面が
表示される前に求めているレイアウトを編集・保存する必要
があります。

入力されたカメラ映像が明るすぎるか暗す
ぎます。

yy 「メニュー > カメラ > カメラ設定」で登録されたカメラ
の設定を確認してください。

時間設定ポップアップが発生します。 yy このメッセージが表示されるのは、内蔵時計の時刻設定に問
題があるか、時計自体にエラーがある場合です。 
詳細については販売店にお問い合わせください。

検索モードで時間バーが表示されません。 yy 時間ラインは標準モードと拡張モードに切り替えることが
できます。 
拡張モードの場合は、現在表示されている時間ライン内に
時間バーが位置しないことがあります。 
標準モードに切り替えるか、左または右のボタンを使用し
て時間バーの位置を探してください。

“NO HDD”アイコンとエラーメッセージが
表示されます。

yy HDDを購入した後、HDDをフォーマットしないかレコーダー
対応タイプにフォーマットしないと、「NO HDD」アイコン 
(  )が左上に表示されます。

yy 「NO HDD」アイコンが表示されたら「メニュー > 記憶装
置」でHDDの接続状況を確認してからHDDをフォーマットし
てください。

yy 接続に問題がないのに同じ症状が継続発生する場合は、販売
店に問合せください。

HDD追加インストール後、追加した内容が
レコーダーに表示されません。

yy 追加設定したHDDが互換性リストで対応するHDDなのかを
確認してください。このための互換性リストはこのレコー
ダーの購入先にお問い合わせください。

外部ストレージデバイス(USBメモ
リ、USB HDD)をレコーダーに接続した
後、接続結果が表示されません。

yy 接続した外部ストレージデバイスが互換性リストで対応す
るストレージデバイスなのかを確認してください。 
(最大2TB) 
このための互換性リストはこのレコーダーの購入先にお問
い合わせください。



日本語 _81

●
  付
録

症状 対策

WebViewerの全画面モードでESCキーを押
しても、標準分割モードに切り替わりませ
ん。

yy ALT+TABキーを押し、'アクティブムービー'を選択し、再度
ESCキーを押してください。標準分割モードに切り替わりま
す。

パスワードを忘れました。 yy レコーダーインストールの担当者にお問い合わせくださ
い。

バックアップしたデータがPCかレコーダ
ーで再生されません。

yy バックアップ時、ファイルフォーマットを設定する時に再
生するデバイスがPCなのかレコーダーなのかを先に決定し
た後、設定してください。

yy PCを使用してデータを再生する場合は、バックアップタイ
プをSECを選択してください。

yy レコーダーで再生する場合はバックアップファイルフォー
マットはレコーダーで進行する必要があります。

録画できません。 yy ライブモードで映像が表示されない場合は録画されない
のでまず、映像が見えるか確認してください。

yy 録画設定が正しく行われていないと録画できない場合が
あります。 
スケジュール録画 : メニュー – 録画 – 録画スケジュール 
を選択して時刻を指定します。指定した時刻に録画が開
始されます。
-- <連続>録画 : 指定した時刻に録画が連続して行われます。
-- <イベント>録画 : アラーム、モーション検知およびビデオ
ロスのイベントが発生した場合にのみ、録画が行われま
す。 
イベントが検出されないと、録画は行われません。

-- <連続/イベント>録画 :  ベントがない場合は連続録画をし
て、イベントが発生した場合はイベント録画が行われま
す。

録画データの画質がよくありません。 yy メニュー – 録画 -録画画質/解像度 で解像度と画質の設定
を上げてください。
1) 解像度 : 録画する時の録画サイズを大きいサイズを選択し

てください。 
CIFでの録画画像は、小さなサイズの画像から拡大して見
るため、画質が落ちます。

2) 録画画質 : 録画画質を高いレベルに設定してください。
yy 解像度と録画画質を高く設定するとデータサイズが増加
しますので HDDの容量使用が早まります。上書 き設定を
した場合は既存のデータに上書きされる間隔が短くなり
ます。

カメラに設定されているフレームレートと
録画されているフレームレートが一致しま
せん。

yy １つのカメラに複数のプロファイルを接続して使用する
場合は設定されたフレームレートより低く伝送される場
合があります。 
接続されたカメラから可能なかぎり同一プロファイルで
一つのストリーミングを貰えるように設定してくださ
い。つまり、録画プロファイルとネットワークプロファ
イルを同一に適用すると設定とおり録画が可能です。 
しかし、ライブの場合分割モード状況によって他のプロ
ファイルで要請される場合がありますので、必ずしも1つ
のプロファイルにしか使用されない場合があります。 
カメラから伝送されるビットレートより録画設定のビッ
トレート制限を大きく設定してください。

症状 対策

録画設定画面で特定チャンネルの制限値が
オレンジ色で表示されます。

yy  該当チャンネルの制限値を超えるデータが入力されると
オレンジ色で表示されます。入力されるデータ値より制
限値を高く設定してください。

yy 各チャンネルの入力データの合計が最大制限値を超えた
場合、アラームアイコンが表示されます。この場合、入
力制限値を超えたチャンネルは、フレーム全体を記録せ
ず、メインフレームのみ記録します（1秒あたり1枚～2
枚）。

ライブ画面で[ 
FULL NO RAIDRAID    SCSI

 ]アイコンが表示され、
メッセージウィンドウでは、"録画データ
量が制限値を超えています。録画設定で確
認してください"というポップアップウィ
ンドウが表示されます。

yy 各チャンネルの入力データの合計が最大制限値を超えた
場合、アラームアイコンとポップアップウィンドウが表
示されます。この場合、入力制限値を超えたチャンネル
は、フレーム全体を記録せず、メインフレームのみ記録
します（1秒あたり1枚～2枚）。

yy 録画設定メニューで入力されるデータ値より制限値を高
く設定してください。

録画が設定通りに行われません。 yy 録画ステータスが「ハードディスク最大パフォーマンス
を超過している」場合、それぞれのHDD状態の録画パフ
ォーマンス仕様に準じて録画サイズを設定します。 
(目次の「メニュー設定 > 録画の設定」ページをご参照く
ださい。)

再生画面の速度が遅くなります。 yy それぞれのHDD状態の録画パフォーマンス仕様が、実際
の録画設定と一致しているかどうかを確認します。 
(目次の「メニュー設定 > 録画の設定」ページをご参照く
ださい。)

yy 映像のデータ容量が再生パフォーマンスを超過している
場合、メインフレームのみが再生されます。 
(「製品仕様説明書」をご参照ください。)

録画ロスが持続的に発生する場合 yy カメラの録画プロファイルを修正し、全体の録画bpsサイ
ズがそれぞれのHDD状態の録画パフォーマンスに適合す
るようにします。(目次の「メニュー設定 > 録画の設定」
ページをご参照ください。)
 ` HDDステータスを確認し、点検または交換が必要かどうかを

検討してください。 
(目次の「メニュー設定 > デバイスの設定」の「記憶装置」ペ
ージをご参照ください。)



Hanwha Techwinでは環境保護のため、製品製造の全工程で環境に配慮しており、より環
境に優しい製品をお客様にお届けするため数多くの措置を講じています。 
エコマークは、環境に優しい製品を創り出すHanwha Techwinの意志を表すとともに、そ
れらの製品が欧州RoHS指令に準拠していることを示しています。




